










































第 1 章 『画書大王』について  
















1－2 雑誌の概要  
テレビの普及、アニメの浸透、そして海賊版を中心に日本マンガが大量に流通し始めた
勢いにのって、1993 年 8 月 20 日に中国で最初の総合マンガ雑誌『画書大王』（図 1）が創
刊された。表紙には「試一刊」と表記され、試験的に発刊されたものであることがわかる。  
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勢いにのって、1993 年 8 月 20 日に中国で最初の総合マンガ雑誌『画書大王』（図 1）が創
刊された。表紙には「試一刊」と表記され、試験的に発刊されたものであることがわかる。  
（図 1：『画書大王』創刊号表紙、筆者撮影）  
目次ページに記載された情報によると、価格は 3.4 元で、これは一年後に第 24 刊で停
刊となるまで同一である5。編集者は王庸声6、編集社は寧夏人民出版社、出版・発行は画書
大王雑誌社（北京）、総取次販売は希望書店（四川）となっている。左開きでページのサイ
ズは横約 19 mm × 縦約 260 mm、で、日本の『週刊少年ジャンプ』が採用している JIS の
B5 判（182 mm × 257 mm）に近い。ページ総数は号数により異なるが 72 ページまたは
80 ページで、ほとんどが 72 ページである。表紙と裏表紙はカラーページで、中のページ
はモノクロ印刷である。発行は初刊が 8 月 20 日、第 2 刊が 9 月 10 日、第 3 刊が 9 月 20
日、第 4 刊が 10 月 20 日という月 1～2 回の不定期であったが、第 5 刊からは毎月 5 日と



























発行部数については、「約半年で 20 万部に達した」9と報じるものや、他にも「第 1 期の
3 万部から第 5 期には 10 万部、第 17 期には 55 万部と増加していく。しかし 18 期から販
売部数は急速に減少し、24 期の停刊時には発行部数 30 万部だった。」10という情報もあれ
ば、「出版一年で、発行部数は一号 60 万冊に上った」11という記述や、さらに「第 1 号は






















第 2 章 「94 画王超短編」の作品分析  
ここでは「94 画王超短編」とそれ以降の作品群について見ていく。2－1 でこの募集企
画について説明し、2－2 では、雑誌に掲載された投稿作品の絵の特徴をさぐるための分析
方法を明確にする。2－3 では具体的に投稿作品に目を向け、第 2 節で述べた分析方法に則
り作品の特徴を分類していく。これにより、当時の中国人読者たちがどのような作品に興
味を持ち、模倣し、自分のものにして発信していったのか、その傾向を知ることができる。  
2－1 中国最初のマンガ投稿システム「94 画王超短編」  
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ストーリー漫画で、一作品のページ数は 4 ページ、ページにおける絵の外枠は高さ 22 セ
ンチメートル×幅 15 センチメートル。また、ページは作者が自由に何コマに分けてもよい





ある。そして、募集締め切りは 1994 年 2 月 28 日（当日消印有効）で、投稿作品のうち、












この募集告知は第 8 刊以降も続いて掲載され、1993 年 2 月 20 日発行の第 12 刊では、
原稿の描き方の例である挿絵を付けて投稿規定が説明された。第 13 刊の発刊日はすでに
締切日を過ぎているため、それ以降募集告知は掲載されず、1994 年 4 月 9 日発行の第 15
刊から、選ばれた投稿作品が順次掲載されていった。1994 年 7 月 5 日発行の第 21 刊に
て、「94 画王超短編」が 2 月 28 日をもって終了したことが改めて告知された。報告とし



















第 1 刊から、賞金付きの『画王』イメージキャラクター募集があった19。第 2 刊ですでに
多くの応募が届いたことが発表され20、第 5 刊から第 10 刊にかけて 73 点の応募キャラク




また、第 11 刊ではイメージキャラクター最終候補 7 点が発表されたが、その中のひと
つに、第 16 刊で「94 画王超短編」への応募作品が掲載される鄭旭昇の描いたキャラクタ
ー作品がある。この時点ですでに鄭旭昇の絵には、他と比較してもかなり安定した画力が
見られる。結果としてイメージキャラクター投票では、3 月 15 日までに 18,239 枚の投票






























第 1 刊から、賞金付きの『画王』イメージキャラクター募集があった19。第 2 刊ですでに
多くの応募が届いたことが発表され20、第 5 刊から第 10 刊にかけて 73 点の応募キャラク




また、第 11 刊ではイメージキャラクター最終候補 7 点が発表されたが、その中のひと
つに、第 16 刊で「94 画王超短編」への応募作品が掲載される鄭旭昇の描いたキャラクタ
ー作品がある。この時点ですでに鄭旭昇の絵には、他と比較してもかなり安定した画力が
見られる。結果としてイメージキャラクター投票では、3 月 15 日までに 18,239 枚の投票

































中国大陸  譚暁春、陳軍、田恒玉、呉軍、朱森林、王培堃、徐錫林、陳翔、顔開、曾途  
香港  杜琛  
台湾  鄭問  



































（図 2：鳥山明『Dr. スランプ』第 1 巻、  （図3：王昕 
集英社、1980 年 p. 144）  『画書大王』第 17 刊 p. 23） 















（図 2：鳥山明『Dr. スランプ』第 1 巻、  （図3：王昕 
集英社、1980 年 p. 144）  『画書大王』第 17 刊 p. 23） 







（図 4：成田美名子 （図 5：柴美華  
『画書大王』第 12 刊 p. 34）   同誌、第 17 刊 p. 24） 

































（図 7：高橋留美子  （図 8：成田美名子 （図 9：藤田あつ子  




























































































（図 10：『画書大王』第 4 刊 p. 67）  

































 例えば、次の二つの図（【図 15】、【図 16】）は、人物がどちらも寄り目のように黒目が描
かれている点が、鳥山に顕著な絵の特徴を反映している。髪にボリュームがある点や分け
目の描かれ方、また三頭身ほどの登場人物が多い点も類似した特徴である。  
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 顕著に藤子の特徴が表れていたのは、【図 19】のように、上唇の片方が C 型になってい
る点、手足が丸く描かれている点である。 







（図 20：胡倩蓉『画書大王』第 15 刊 p. 53）  （図 21：蒋翎『画書大王』第 15 刊 p. 56） 
8. 北条司
体つきが立体的に描かれる北条の絵柄は、他との違いが大きいため、投稿作品において

















（図 20：胡倩蓉『画書大王』第 15 刊 p. 53）  （図 21：蒋翎『画書大王』第 15 刊 p. 56） 
8. 北条司
体つきが立体的に描かれる北条の絵柄は、他との違いが大きいため、投稿作品において

















 【図 24】、【図 25】のように、人物が笑ったときに、目の形が山形の線でシンプルに描か
れる点や、口の中の歯の部分が大きく描かれる点が、いくつかの作品に部分的に採用され
ているものが見られた。 









（図 26：劉倩怡『画書大王』第 21 刊 p. 17） （図 27：林静『画書大王』第 21 刊 p. 27）  
以上 10 名のマンガ家のそれぞれの影響が考えられる投稿作品ついて、分析してわかる
ことを次章で述べたい。 
第 3 章 絵柄の分析からわかったこと  























（図 26：劉倩怡『画書大王』第 21 刊 p. 17） （図 27：林静『画書大王』第 21 刊 p. 27）  
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刊で藤田あつ子、第 7 刊から高橋留美子、第 12 刊から成田美名子の少女マンガを掲載し、
少女読者たちから歓迎された。「『画王』は少女マンガ専門欄を設けることはできませんか。
『画王』読者の半分は私たち少女なのだから！」という読者の声も紹介され 29、それまで
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2 拙稿「中国マンガの歴史―誕生と初期の発展」『富山大学大学院人文科学研究科論集 第 14 集』富
山大学大学院人文科学研究科論集編集委員会、2016 年。  
3 読者の年齢層を「青少年を中心」としている理由については、第 1 章 1-2 でふれる。 
4 斎藤宣彦は『マンガの読み方』宝島社、1995 年、pp. 220 -223 で、「マンガは絵・コマと言葉から成
り立っている」としてマンガの構造モデルを図解した。また、夏目房之介は『マンガ学入門』ミネ
ルヴァ書房、2009 年、p. 99 で「マンガが絵と言葉とコマの三要素を組み合わせた独自の表現形式
であることは、今日マンガ研究の常識となりつつある。」と述べ、p. 109 でも同様に語っている。  
5 本稿では一次資料である『画書大王』における表記に合わせ、雑誌の号数を表すものは「第～刊」と















7 王庸声「『画書大王』20 年祭」騰訊動漫、2013 年<http://comic.qq.com/a/20130828/010245.htm>
（2017 年 11 月 18 日確認）より、原文は「学習諸家之長、走自己的路」。  
8 『画書大王』試 1 刊、p. 79 
9 北京・杉山祐之「中国に売れるコミック誌登場」『読売新聞東京』1994 年 3 月 8 日付夕刊、アジア 2
版、p. 5。  
10 日本貿易振興機構（ジェトロ）「中国コンテンツ市場調査（6 分野）」2012 年、p. 181。   
11 百度百科「画書大王」http://baike.baidu.com/view/896424.htm、2016 年 10 月 20 日確認。  
 
12 顔開「『画書大王』20 年祭之二---那一年、陽光炙熱―、我和『画書大王』的故事」2013 年 9 月。  




に」日本マンガ学会シンポジウムにおける発表、2017 年。  
15 田莎莎・前掲論文、2017 年、p. 3 
16 原文は「为了给想一试身手的画友们提供依次实习、比较和交流的机会，本刊决定举办“94 画王超短
篇”有奖征稿活动。」  
17 1982 年～1996 年の期間の月例漫画賞の名称。現在は「JUMP 新世界漫画賞」である。  
18 『画書大王』第 8 刊、p. 72。  
19 『画書大王』試 1 刊、p. 79。  
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